
母親の子育ての仕方が子どもの性格に与える影響：
子育て支援システムの作成に向けて

How Does the Way of Parenting of a Mother Influence the Personality of a Child?
: Toward the Creation of a Parenting Support System
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A majority of mothers has felt stressed in parenting because they do not know what to do to raise their children.
So we conceived a Parenting Support System which suggests the ideal way of parenting. However, in previous
researches, although it has proven that the tendency of parenting of a mother influences the personality of a child,
it has not proven how the way of parenting of a mother influences it. So this research focused on how the way of
parenting of a mother influences a personality of a child. The results showed that there are some ways of parenting
of a mother which influence the personality of a child, but it cannot be predicted from the way of parenting of a
mother by using linear analysis or non-linear analysis.

1. はじめに

大半の母親はどのように子育てすればよいか分からないと
いう悩みが原因で，子育てに対してストレスを感じる傾向にあ
る．[日本 13]．そこでそのような子育ての仕方に対する悩みを
解消するために，母親にとって”理想的な”性格の子どもを育
てることができる，子育ての仕方を提案する子育て支援システ
ムの作成を考えた．そのためには子どもの性格に影響を与える
子育ての仕方を明らかにする必要がある．しかし母親の養育態
度が子どもの性格に与える影響について調査している先行研
究は多数見られる [戸田 06][中道 03]が，具体的な子育ての仕
方が子どもの性格に与える影響について調査している研究は
ない．そこで本研究では子育て支援システムの作成の第一歩と
して子育ての仕方が子どもの性格に与える影響について調査
した．

2. 調査

2.1 調査方法
(1)調査対象者
オンライン調査会社 (株)マクロミルにアンケートモニター

として登録している小学校入学直前の子どもを持つ母親 516名
のうち，「父親と同居していない」と回答した 20名を除く 496

名（子どもの性別の内訳：男の子 248 名，女の子 248 名）の
アンケート結果を分析に用いた．また子どもの性格特性である
「学校適応」の分析には子どもが「学校に通っていない」と回
答した母親を抜いた 490 名（子どもの性別の内訳：男の子 244

名，女の子 246 名）を用いた．

(2)手続き
まず両親の性格検査として「日本語版Ten Item Personality

Inventory (TIPI-J)」[小塩 12] より「外向性」「協調性」「勤
勉性」「神経症傾向」「開放性」の各因子に対して，自分自身，
そして自分の夫についてどの程度当てはまるかについて「全く
違うと思う」から「強くそう思う」の７件法で回答を求めた．
また子どもの性格検査として「TS式幼児・児童性格診断検査」
[高木 97]より，「顕示性」「神経質」「情緒不安」「自制力」「依
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存性」「退行性」「攻撃性」「社会性」「家庭適応」「学校適応」
の 10因子からそれぞれ 3項目選び，合計 30項目の性格特性
を選定し，「当てはまらない」から「当てはまる」の 5件法で回
答を求めた．最後に子育ての仕方に関するアンケートについて
は本調査のために新たに作成した．子育ての仕方に関する質問
数は Q1～Q50の 50問あり，質問文として子育てにおける場
面を提示し，その場面における両極端な内容の子育ての行動を
それぞれ選択肢A，B として提示し，自分の対応，または自分
の考えに近い方を選択してもらうという形式になっている．以
下にアンケート内容の一例として説明文と Q1の内容を示す．

説明文 次の場面において、今までどのようにお子さんを育て
てきたか、自分の場合ならどのような対応をするかを選
択してください。選択肢は内容として両極端なものになっ
ていますので、自分の対応がどちらに近いかを答えてく
ださい。

Q1 子どもが「失敗した」と言って落ち込んでいるとき

A 「そんなことないよ、すごく良かったよ」と言って褒
める

B 「残念だったね」と言って共感する

2.2 分析結果
両親の性格検査は先行研究に従い，それぞれの性格特性ご

とに得点化した．子どもの性格検査は「当てはまらない」から
「当てはまる」にそれぞれ 1 から 5という得点を与え，性格特
性ごとに合計した．また子どもの性別は調査結果に大きな影響
を与える因子であると考えられるので，分析は男女分けて行う
こととする．
まず子育ての仕方が子どもの性格に影響を与えているのかを

検討するために，従属変数には子どもの性格特性である 10因
子から 1つ，独立変数には両親の性格特性各 5因子と子育ての
仕方 50問から 1つを設定し，それぞれの変数の組み合わせで
重回帰分析を行った．その結果の一例を表 1に示す．adjusted

R^2は自由度調整済み決定係数，**は有意水準 p<0.01，*は有
意水準 p<0.05を表す．
表 1より女の子の攻撃性に対するQ1の標準偏回帰係数（β）

が有意であった．また表 1 の組み合わせ以外にも有意な標準
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表 1: 女の子の攻撃性に対する重回帰分析（Q1）

偏回帰係数を示す組み合わせが多数見られた．よって子育ての
仕方が子どもの性格に影響を与えるということが分かった．
次に子育ての仕方や両親の性格特性から子どもの性格を予

測することができるのかを検討するために，従属変数には子ど
もの性格特性である 10因子から 1つ，独立変数には両親の性
格特性各 5因子と子育ての仕方 50問からステップワイズ法に
よって選択した有用な変数を設定して重回帰分析を行い，それ
ぞれの決定係数の大きさを確かめた．

図 1: 子どもの性格に対する重回帰式の決定係数

その結果，全ての決定係数の最大値でも 0.26程度であった
（図 1）．これは最大でも 26%しか予測することが出来ないと
いうことであり，線形分析である重回帰分析からは両親の性格
と子育ての仕方から子どもの性格を予測できるとは言えないと
いうことが分かった．
以上より，線形分析では子どもの性格を予測できないことが

分かったので，非線形的アプローチとして 3層ニューラルネッ
トワークを用いて子どもの性格特性の得点を予測することが
できるのかを，分析による予測値と実測値の平均絶対誤差を重
回帰分析と比較することによって検討した．なお，ニューラル
ネットワークの学習方法として誤差逆伝播学習のみの場合に加
え，不必要なリンクを削除し，最適なネットワークの大きさを
求めることができる忘却付き学習 [石川 90]も行う場合におい
ても分析を行った．またニューラルネットワークにおいてはク
ロスバリデーションを行い，平均絶対誤差を算出した．学習パ
ラメータとしては誤差逆伝播学習で学習率を 0.5，学習回数を
30000，中間層のノード数を 1と設定し，忘却付き学習で学習
率を 0.1，学習回数を 10000，中間層のノード数を 10と設定
した．
その結果（図 2，図 3），男の子の顕示性では忘却付き学習を

図 2: 子どもの性格の実測値と予測値の平均絶対誤差（男の子）

図 3: 子どもの性格の実測値と予測値の平均絶対誤差（女の子）

用いたときが誤差が一番小さくなったが，それ以外ではニュー
ラルネットワークによる誤差は重回帰分析による誤差より大き
くなってしまうことが分かった．またニューラルネットワーク
の中で比較してみると，殆どの場合で忘却付き学習の誤差のほ
うが小さくなることも分かった．

3. まとめ

実験結果から，様々な子育ての仕方が子どもの性格に影響を
与えることが分かった．しかし線形分析である重回帰分析を用
いても子育ての仕方や両親の性格から子どもの性格を予測する
ことは出来ないことが分かった．また非線形分析として用いた
ニューラルネットワークの場合でも重回帰分析より良い結果が
出たものもあったが，ほとんど場合で重回帰分析より悪い結果
しか出ず，本調査で行った調査結果からは子どもの性格を予測
することが出来ないと言える．
線形分析である重回帰分析より非線形分析であるニューラ

ルネットワークのほうが結果が悪かったこと，そしてニューラ
ルネットワークの中でも忘却付き学習を行ったほうがより良い
結果が出たという結果を考慮すると，入力次元（60次元）に
対してデータ数が 500 個程度と少なかったことが子どもの性
格を予測することが出来なかった原因の 1つだと考えられる．
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そのため今後はデータ数を増やすことが重要であると考えて
いる．
また本調査のために作成した子育ての仕方に関するアンケー

ト内容についても影響を与えていない質問項目も見られたの
で，影響を与えている項目から共通点を探し，その共通点に
即した新たな項目を追加すればよりよい結果が出ると考えて
いる．
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